
JSRT 九州支部 2026 年度第 2 回放射線防護・計測セミナー 
 

放射線防護・計測コミュニティ 
 
日本放射線技術学会九州支部では、医療現場における医療被ばく、職業被ばくに関する線量

測定・評価方法、放射線防護の考え方について診療放射線技師の知識向上を目的に、定期的な
セミナーを開催しております。 
同じ「実効線量」でも，患者の医療被ばくでは装置表示値や計算から，医療従事者の職業被

ばくでは個人線量計などの測定値から評価され，その求め方や意味合いは異なります。今回は
「医療現場の実効線量を読み解く」をテーマに，両者の測定・評価から解釈とその限界までを
解説頂くセミナーを企画しました。多くの皆様のご参加をお待ちしています。 
 
日 時： 2027 年 1月 13日（水）18:30 ‒ 20:30 
テーマ：医療現場の実効線量を読み解く 

―医療被ばくと職業被ばくの「測定・評価から解釈まで」― 
参加方法：日本放射線技術学会【RacNe】による参加登録 
参加登録期間： 
pay-easyご利用の方：2026 年 10 月 26 日から 2027年 1月 3 日（セミナー 10 日前） 
クレジットカードご利用の方：2026 年 10月 26 日から 2027 年 1 月 12 日（セミナー 1 日前） 
定員：100 名（先着順） 
参加費：JSRT 会員 500円、非会員 1000 円 
開催形式：オンライン（Zoom） ※九州大学より配信 
 
【プログラム】 
18:30-18:35 開会挨拶 

九州大学 藤淵 俊王 
18:35-19:25 講演 1 
「医療被ばくの実効線量をどう見積もるか 
― 測定値・装置表示値・計算値からの評価と解釈の限界 ―」 

福島県立医科大学 広藤 喜章 先生 
19:25-20:15 講演 2 
「医療従事者の外部被ばくにおける実効線量評価 
― 防護量と実用量の関係から個人線量計・サーベイメータの値を読み解く ―」 

株式会社千代田テクノル 宇部 道子 先生 
20:15-20:30 総合討論 
 

問合先：九州大学 藤淵 俊王 
E-mail fujibuchi.toshioh.294@m.kyushu-u.ac.jp 


